
■１人１台のタブレットを活用した学び
ＧＩＧＡスクール構想により、秋田市では今年度から１人１台タブレットが渡され、

様々な学習場面で活用するようになっています。本校でも、例えば、社会や理科、総合的
な学習での調べ学習や算数の練習問題、家庭科の縫い方を動画で確認、カメラ機能を使っ
て自分の課題に必要なものを撮影して保存・・・等。自分のパスワードを入力し、意欲的
に学習する姿が見られます。
あっという間に操作に順応する子どもたち。もちろん教科書やノートも大事にしながら

自分の学びを様々な方法で積み重ねています。教職員も学年の実態や学習内容と照らし合
わせ、試行錯誤しながら指導に当たっているところです。

６月からＩＣＴ支援員の吉岡優美子先生も週３日来校してくださることになり、授業の
サポートをしています。また６月１０日(木)には、全職員でＩＣＴ実技講習会を行いまし
た。未来に向かって、タブレットのよりよい活用の仕方を身に付けています。
秋田市教育委員会から、保護者向けリーフレット「１人１台のタブレットで広がる子ど

もたちの学び」が配付されました。本校のホームページにも掲載していますのでどうぞご
覧ください。

中庭で撮影 吉岡先生に尋ねる子どもたち 各教室で

理科室で 吉岡先生と確認しながら 先生たちの実技研修会

■子どもたちをネットトラブルから守る
「全市共通ルール」を ご存じですか？

子どもたちのネットトラブルは年々低年齢化と増加の傾向にあります。そのため、平成
２６年に「全市共通ルール」を策定し、秋田市内の小・中学校すべてで実施しています。

●友達とのやりとり（ゲーム・ライン等）は、午後９時まで。
●悪口は書き込まない。他の人がいやな気持ちになる使い方はしない。

→ いつ、誰に見られても大丈夫かどうか、よく考えて使うように。
●自分や他の人の個人的な情報（名前・画像・住所・学校名等）は載せない。

ルールを守っているか、保護者の目で必ず確認をお願いします。また・・・（裏面へ）
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お子さんに通信機器を持たせる際には、必ず話し合って家庭のルールづくりをしてくださ
い。学校では、トラブルに巻き込まれないよう、学級での指導だけでなく、情報モラルに関
する授業や、親子ネット安全教室の開催など、指導の充実に努めています。

家庭でのルールづくりのポイント！

□ 具体的に決める。
①使う場所 ②時間帯 ③使用時間 ④相手 ⑤守らなかった時の約束

□ 親と子どもがいつでも相談できるような時間や雰囲気をつくる。
□ 通信機器などの正しい使い方やトラブルの危険性について必ず教える。

①誹謗中傷やメールトラブルによる人間関係について
②個人情報が掲載されることで、不審者被害にあうことについて
③オンラインゲームでの「課金トラブル」や「いじめ」について

■あいさつは 人と人をつなぐ「魔法の言葉」
「あいさつ見守り運動」の

みなさん（６／１４）

計画委員児童によるあいさつ運動 すてきな笑顔

「すてきな言葉遣いやあいさつをめざそう」という生活目標達成のため、計画委員会の子
どもたちが話し合い、全校にあいさつの輪が広がるよう活動しています。また、泉地区民生
児童協議委員の方々も、月に１回「あいさつ見守り運動」をしながら、登校時の子どもたち
の安全を見守ってくださっています。
子どもは、高学年や大人の姿をまねしながら成長していきます。１年生は、「○○ちゃん

おはよう！」「あ！おはよう♪」と新しく覚えた友達の名前を呼び合い、満面の笑みであい
さつを交わすようになってきました。家庭でも、学校でも、そして地域でも、子どもたちの
明るく気持ちのよいあいさつが、ますます広がっていくことでしょう。
あいさつは、たった１秒の言葉ですが、人と人との心をつなぐとても大切な言葉です。

★緊急時には、学校からメール配信されることになります。
登録しているメールアドレスを変更した場合、学校からのメー

ルが届いていないという場合は、必ず学校（担任）にお知らせく
ださい。

泉っ子の活躍
★秋田市民陸上競技大会（４／２５）
小学生女子４×１００ｍＲ 第３位

５年１組 ○○○ ○○（ＪＡＣ－Ａ 参）

★秋田市少年少女陸上競技大会（６／６）
男子４年１００ｍ 第３位

４年１組 ○○○ ○

★高円宮杯第４１回全日本学童軟式野球大会（６／１２）
マクドナルド・トーナメント秋田県大会
秋田支部予選（第１ブロック）

優 勝 泉野球スポーツ少年団 ※全県大会出場決定


